
1　はじめに

2024 年（令和 6年）3月短大卒業者の就職率は 97.4%
であった（厚生労働省・文部科学省 2024）[1]。一方、2024
年 5 月時点、短大生に人気がある事務職の新規求人倍率は
職業計 1.85 に対し 0.62 であった （厚生労働省 2024）[2]。こ
うした背景から ICT企業への就職を目指す短大生も少な
くない。ただし、情報学を専門に学ぶことのできる短大は

少ない。採用の困難化が深まる中、ICT企業を目指す短
大生の存在は貴重である。ICT企業はこれまでも情報学
を専門としない学生の採用を行っている。この場合の学生

とは四年制大学出身者を意味することが多い。つまり、短

大生は修業年限が短い非情報系の学生に該当する。

中島（2013）は、「就職活動中の不安は短大生よりも四
大生の方が強く、就職後は統計的に有意な差は無い[3]」こ

とを明らかにした。一方、ICT企業を目指すにあたり、
学生が抱く不安についての研究は筆者らが調べた限り見い

だせない。なお、中島（2013）は短大卒と四大卒の転職
願望に共通する要因として職場不安を挙げている[3]。しか

し、情報系と非情報系の違いを加味した場合、短大生の不

安は四大生と異なる可能性がある。

多くの ICT企業では新入社員研修を行っている。専門
分野、修行年数が異なる中で ICT企業に内定した短大生
はどの様な不安を直面する新入社員研修などに抱いている

のであろうか。本研究の目的は、こうした不安を明らかに

することにある。不安を把握することにより、ICT企業
にとって新入社員研修を含むより良い受け入れ体制の構築

の一助になることを期するものである。

2　研究概要

2. 1　研究対象
仙台市内のA短大の学生 3名を対象とした。3名は
ICT企業に内定しており、研究調査の趣旨を説明たした
上で、協力してくれた学生（以下、「協力者」と称す）で

ある。

2. 2　研究方法
協力者に対し筆者らが個別にインタビューを行い、イン

タビュー内容をテキスト化した。その後、計量テキスト分

析による分析を経て階層的カテゴリーを構築、カテゴリー

ごとに考察を行った。計量テキスト分析には、KHCoder3　
Beta.07f（2023/3/12 リリース）を用いた。
インタビュー調査の質問項目は予備調査を行い項目の検

討を行った上で設定した。インタビューは、質問項目の客

観性を保ちつつ、協力者の考えを可能な限り拾い上げるた

めに半構造半自由的インタビューを採用した。なお、本研

究はA短大倫理委員会の承認を得た上で行った （仙台青
葉学院短期大学承認番号 0525,2024 年 4 月 22 日付）。
計量テキスト分析は分析者による恣意的・主観的な解釈

を可能な限り回避できるという利点を有する．一方，文書

セグメントというものが，それ以上小さい要素に分割して

しまうと文字通り，意味のなさない最小限の単位となって

しまう（佐藤 2008）との指摘が存在する．そのため、最
小の単位である単語が文中でどのように用いられているの

かを確認し、意味解釈の齟齬が生じないことを確認してい

る。更に、計量テキスト分析から共起ネットワークを描画

（Fig.1）し、その内容に基づき筆者らが理論飽和を迎えた
と共通の認識を確立した上で階層的カテゴリーの構築を

行った。
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2. 1　分析結果
分析対象としてKHCoder3 に抽出された語数は 12,242
であり，分析に用いた語数は 3,596 であった．
これらを基に描画された共起ネットワーク（Fig.1）か

ら、新入社員の研修に関して最も関連する語「研修」が含

まれるグループのみを今回の分析対象とした（Fig.1 の赤
線で囲まれたグループ）。このグループに含まれたのは、

「研修」「考える」「年」「プログラミング」「今」「受ける」

「内定」の 7語である。これらの語からなる階層的カテゴ
リーがTable1 である。Table1 は語の意味から小カテゴ
リーを構築し、小カテゴリーを意味により群として大カテ

ゴリーを構築した。

2. 2　考察
大カテゴリーごとの考察と発話例の記載を行う。なお、

発話例は便宜的に協力者名を表記し、斜体にて記載する。
［プログラミングに抱く憧れと不安］

プログラミングに対しての不安が中心になっている。専

門的に学んできた新入社員と現状の自分との差、事前研修

として取り組んでいる内容から生じる焦りなどからなるカ

テゴリーである。「プログラミングは正直なんかめっちゃ
難しくて、結局詰めの甘さでミスったりするんですけど。」
Aさん
［研修に抱く期待と不安］

新入社員研修がどの様な内容なのか分からないことに起

因する不安などからなるカテゴリーである。「研修は、やっ
ぱり初心者には大事だなって考えているので、そこも重要
視します。」Bさん

2. 3　まとめと課題
プログラミングへの不安、特に業務に必要なレベルと自

身の専門性や現状から沸き起こる不安は大きく、この点を

ICT企業側は十分に汲み取る必要がある。また、カリキュ
ラムマップやシラバスなどにより、学ぶ内容を事前に把握

し、自己の成長をイメージできる学校教育と比較すると、

新入社員研修の内容や到達目標などの事前提示が少ないこ

とも懸念される。このような不明確さを解消するコミュニ

ケーションを増やすことも不安の軽減とお互いのニーズを

把握した研修の構築につながるのではないか。

少なくとも ICT企業と共にこうした取組みの実践を図
ることが今後の課題である。
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Fig. 1　ICT企業に内定した短大生の抱く不安に関して描画した
共起ネットワーク

大カテゴリー 小カテゴリー

プログラミングへの憧れ

プログラミングの苦手意識

段階を踏むことの不慣れ

プログラミングを好きになったきっかけ

より広い学びが必要になることへの不安

他者と比較した際の不安

研修レベルへの不安

研修があることへの安心

入社後の支援体制への不安

研修方法への不安

研修と実務のギャップへの不安

プログラミング

に抱く憧れと不

安

研修に抱く期待

と不安

Table 1　 ICT企業に内定した短大生の新入社員研修に抱く
内容についての階層的カテゴリー
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